
平成28年度受賞優良事例と評価のポイント

○窒化ガリウムのLEDは最新の優れた技術開発であり、半導体の新しいイノベーションを生み出している。

○ハロゲン型、ミニクリプトン型をLED化、全商品のLED化を可能にした等の技術的先進性が評価できる。

また、L2-Techの認定対象となっており、高い省エネルギー性能を実現している。

○白熱電球はもちろん、蛍光灯に代替する経済的なLEDであり、非常に高効率・省エネルギーになってい

る。

○省エネルギー効果等に関する説明が適切で分かりやい。

○低炭素社会構築に大きく貢献する技術である。調光可能なLED照明として楽しく利用されるとともにＬＥ

Ｄ照明の適用用途を広げ、今後の普及拡大が期待できる。

受賞に至る評価のポイント

① 技術開発・製品化部門
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○ネット・ゼロ・エネルギーハウス(ZEH)比率70％と、実際のゼロエネルギーに近づいた住宅である。また、

2020年までの目標を掲げており期待が持てる。

○断熱性の向上、最新の省エネルギー機器等の導入によりエネルギー消費の大幅な削減を実現するとと

もに、省エネと暮らしの快適性を両立している。

○最新のZEHの開発であり、CO2削減に貢献する重要な温暖化対策である。

○nZEHの比率が高く、企業としての社会的貢献が評価できる。同時に将来のnZEH化比率も高い目標を

掲げている。

○日本の2030年までの温暖化ガス削減目標として、政府はゼロエネルギー住宅を奨励しており、本件は

その模範例だ。

② 対策技術先進導入部門

受賞に至る評価のポイント
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○ユニークで長期的な取り組み。長期にわたるボランティア活動を評価したい。

○個人として、市民の省エネ・節電を支援する仕組みの実証・発信・全国展開に尽力している。

○自ら主導して、組織を立ち上げ、運営する努力をこれからの地域活動を模範としたい。

○節電による省エネ効果は大きく、この数年夏場の最大電力需要が供給力を下回ってきたのも本件のよ

うな取り組みが支えている。

○継続的なＰＤＣＡを通じて、活動の発展に努め、取組みの今後の拡大も期待される。

③ 対策活動実践・普及部門

受賞に至る評価のポイント
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○小学生対象のＩＣカードによる公共交通利用のシステムづくりは、即行動するなかで考え、学ぶというユ

ニークな活動である。

○公共交通機関の利用を促すことで、子供達のエコの意識の醸成や社会性を学ぶよい機会になっている。

○公共交通機関に乗ることと地球温暖化防止活動との関係をきちんと伝えている。

○活動の切り口が斬新である。また、事業開始当初より利用者数が倍になっており、活動の波及効果が

上がっている。

○NPOと協働連携し、県民、企業を巻き込みながら活動資金の寄付金を募り、事業運営が健全である。ま

た、活動を定着、拡大させてきていることは活動分野の広がりにもつながっている。

④ 環境教育活動部門

受賞に至る評価のポイント
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○植林活動はベトナム沿岸の６州から１０州に広がりマングローブが吸収する温室効果ガスの効果は莫

大な数字である。

○マングローブ保護の重要性に関する地域住民への啓発活動、学校教育活動などと連携した活動も評価

できる。

○植林だけでなく、地域住民に対する環境教育活動を通して現地で指導者を育成することにより、普及啓

発される対象範囲が広がっている。

○地域の方がボランティアとして継続的に活動できるよう、必要な資材等実情に合った援助を行っている。

○日本赤十字社支援が終了した後にはベトナム赤十字が主体となって本事業が引き継がれる仕組みが

できており、活動の継続性が期待できる。成果を確認の上、現地団体に引き継いだという先進的な事例

である。

⑤ 国際貢献部門

受賞に至る評価のポイント
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